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2F08 産学官連携による 高分子科学技術のイノベーションに 関する考察 

0 飛田 雅 Z, 近藤修司，亀岡秋男 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

はじめに わが国の高分子分野の 科学技術に関する 最大で最新 

ナノテクノロジー・ 材料分野は、 持続的な経済発展の の発表の場が 高分子学会の 年次大会であ る。 図 1 は昭和 

ための研究開発の 重点 4 分野のひとつとして 第 2 期科学 49 年 (1974 年 ) から平成 16 年 (20 ㎝ 年 ) の 30 年間に高分 

技術基本計画Ⅲにおいても 優先的に研究開発資源を 配 子 学会年次大会で 報告された口頭およびポスタ 一発表件 

介 する よう 位置付けられている。 また、 産業競争力を 強 数の推移であ る [4L 。 昭和 Wg 年に 531 件が口頭発表され、 

化するために、 特に産学官の 有機的な連携を 促進して革 以降年々増加して 平成 16 年には 2, 撰 2 件 ( 口頭発表， 550 

新的な財・サービスを 創出するジステムを 構築する方向 件、 ポスタ一発表， 1,692 件 ) が報告されている。 総件数 

  注 が強調されている。 は 年平均約 60 件の割合で増え 続け 30 年間で 4.2 倍に達 

一方、 基幹産業のひとっであ る高分子材料分野の 科学 している。 これらの推移に ょ れば、 高分子科学技術の 研 

技術については、 既に 1970 年代後半に高分子関連の 大楽 究 開発はマクロには 成長発展を継続していると 言える。 

明や発見は飽和し 一部で行き詰まり 感を呈していた [2] 。 
2500 

本研究では、 産学官連携に よ る高分子科学技術の イ / 
2000 

べ一 ションに関する 現状を分析して 考察を加えた。 具体 

的には、 (1) 過去 30 年間の社団法人高分子学会で 報告さ 
1 500 

れた産学共同研究成果の 口頭およびポスタ 一発表件数の   

推移および研究テーマ、 (2) 高分子学会賞 ( 技術 ) テーマの 
  

1000 

変遷を調査して 研究開発のアクテ ィビ ティを解析し 、 

(3) № D0 ナノテクノロジープロバラム・ 精密高分子技術 500 

プロジェクト ( 平成 13 ～ 19 年度 ) の概要と進捗状況を 整 

理し、 産学官連携による 高分子科学技術の イ / ベーショ   
1 970@ 1 975@ 1 980@ 1 985 1 990 1 995 2000 2005 201 0 

ン 創造のための 今後の課題について 提言したい。 
sf ， a ・ 

「・高分子学会 ( 年次大会 ) の研究発表件数の 推移 図 1 高分子学会年次大会の 発表件数の推移 - ㈲ 

社団法人高分子学会は、 高分子科学および 技術の基礎 2500 500 

的 研究およびその 実際的応用をはかり 学術文 ィヒ の発展に 450 

資することを 目的とし、 昭和 26 年 (1951 年 )12 月 2 日に 2000 400 

設立された [3L 。 遡ると昭和 13 年 (1938 年 ) に米国デュポ 総件数 350 

ン 社のナイロンの 工業 ィヒ が契機となり、 昭和 16 年 (1 ㎝ 1 1 500 300 

  
年 )2 月には財団法人日本合成繊維研究協会が 設立され、   

250 

1000 

わが国における 合成 ぉ鋳 維の官学 産 による研究体制が 確立 
        "" Ⅰ 、 。 " 含 。 Ⅰ "" 200 

    1 50 
された。 昭和 18 年 (1 ㎝ 3 年 ) 、 月、 研究分野の拡大などに 

500 100 

よって同協会 は 財団法人高分子 ィヒ学 協会と改称され、 昭   産学宮女同轍 50 

和 26 年 12 月に高分子 ィヒ学 協会は発展的に 解散し、 高分     

子 学会が設立された。 ( 文部省による 社団法人認可は 昭和 1970@ 1975@ 1980@ 1985@ 1990@ 1995@ 2000@ 2005@ 2010 

年度 
28 年 (1953 年 )12 月 23 日 ) 会員数は約 13,0 皿 大 であ る。 図 2 高分子学会年次大会の 発表件数の推移 -(2) 
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なお、 昭和 58 年 (19 図 午 ) にポスタ一発表形式が 追加さ 

れてからは、 口頭発表件数が 減少してポスタ 一発表が増 

え続ける傾向が 顕著であ る。 

表 1 に示すよさに、 発表テーマとしては㎎㏄ 年前後か 

5 機能性高分子と 生体高分子の 件数の増加が 著しく、 こ 

れらの 2 テーマは科学技術基本計画の 重点分野であ るラ 

イフサイェンス、   清朝通信、 環境、 ナノテクノロジー・ 

材料に深く関連して 対応している。 

図 2 では高分子学会年次大会で 研究発表された 報告の 

著者として産業界の 研究者を含む 件数、 および産学官 ( 産 

学，産官を含む ) の研究者を含む 件数 ( 産学官共同 ) を 手 捲 
り調査して (3 年毎 ) プロットした。 昭和 49 年 (19 何年 ) 

には僅かに 19 件であ った産学 ( 官 ) 共同研究の発表件数 

は 徐々に増加し 、 ㎎㏄年代には 1 ㏄件を超えて 平成 16 

年 (2 ㎝ 4 年 ) には 150 件以上に達して 活発化している。 

2. 高分子学会 宜 ( 抜荷 ) テーマの変遷 

高分子学会賞 ( 技術 ) は、 高分子技術 ( 工学、 工業化技術 

を 含む ) に関する独創的かつ 優れた業績を 挙げたものに 

表 Ⅰ高分子学会年次大会の 発表テーマの 推移 

学会から授与される 賞であ る [3L 。 表 2 に昭和 40 年 ( ㎎㏄ 

年 ) から平成 15 年 (2 ㏄ 3 年 ) までの受賞研究題目などを 記 

した。 表の右 欄 にそれぞれの 技術分野 (A: 素材、 B: プロセ 

ス、 C 朋途 、 D: 環境等 ) を分類し、 わが国の高分子科学技 

術の特に産業界の 成果の動向として 調査した。 

1 ㏄ 0 年当初は合 趨 維の工業 ィヒ の時期であ り、 わが国 

の高分子科学技術の 始まりでもあ る。 その後、 様々な新 

しい高分子素材の 研究開発と工業化に 関する技術が 受賞 

テーマとして 多数を占めている。 1980 年代後半からはエ 

レクトロニクス 産業向けの新規用途に 関連した新素材と 

その応用技術テーマが 増加している。 1 ㏄ 0 年以降から現 

在にかけては 情報通信分野をはじめとする 成長市場への 

機能性高分子素材の 応用展開が目立ってくる。 50 年以上 

前に発明された 汎用高分子のような 大量消費型の 素材の 

開発はまったく 見られないけれども、 新しい市場ニーズ 

と 用途に応じた 電気的・光学的・ 化学的・機械的性質等 

を追及した高分子の 研究開発が結実し 実用 ィヒ された動向 

が 読み取れる。 昨年度 (2 ㏄ 3 年 ) は環境・リサイクルに 関 

連したテーマが 初めて選ばれていることも 特徴的であ る。 
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表 2 高分子学会 薗 技術庁 一 マー 撤 ]965 ～ 2m3) 

3. NE ㏄ナ ノテ クフ。 Ⅰ ウ ・ラム と柏 % 高分子技術 フ 。 Ⅰ ゾェウト の 祇要 

NRDO のナノテクノロジープロバラムの 目的は 、 広 

範 な分野において 汎用的かつ基盤的であ る材料技術の 根 

幹を変貌させ 21 世紀の革新技術として 期待 t れている 

け料 ナノテクノロジ 一に関し、 知識・技術の 体系化・ 構 

き 化を図る」と 表現されている [5L 。 目標は、 「 2 ㏄ 7 年 

までに超微細構造制御機首 鵠喫 にかかわる基礎・ 基盤的 

技術の研究開発を 行い、 その成果を体系ィヒして 広範な分 

野 において活用可能な 技術基盤とする。 具体的にはナノ 

構造体の組成および 高次 構 告の制御を基礎とする 材料機 

能の設計・制御技術・ 材料の超微細スケールにおける 特 

性などの評価解析技術の 確立とその体系化を 図るととも 

に 、 総合データベースを 整備する」とし、 ①精密高分子 

技術、 ②ナノガラス 技術、 ③ナノメタル 技術、 ④ナノ粒 

子の合成と機能化技術、 ⑤ナノコーティンバ 技術、 ⑥ナ 

ノ機能合成技術、 ⑦ナノ計測基盤技術、 ⑧材料技術の 知 

識の体系化、 ⑨ナノカーボン 技術の 9 プロジェクトで 構 

成されている。 

精密高分子技術プロジェクトの 基本計画 [6] によれば、 

プロジェクトの 目標は、 平成 19 年度までに高分子材料 

の ナノスケールでの 規則性を反映した 構造制御を実現す 

る設計 ォ詩十 および製造技術の 基盤を確立するとともに 技 

術を体系 ィヒ する」ことであ る。 有機高分子材料の 性能・ 

機能の飛躍的な 高度化および 環境調和を目指し、 研究 項 

目 ( 図 3) は、 一次構造制御技術、 三次元高次構造制御技 

術、 表面・界面構造制御技術、 材料形成技術および 高強 

度繊維 ィヒ 技術、 材料評価技術、 共通基盤技術の 開発およ 

び技術の体系化であ る。 実施体制図を 図 4 に示す。 

①一次 ね 汚れ 窩技揮 の 三次元 は婬 切目 は棚 
佳案 のた分子   

穫 @ 利 何 によ る ㌔高批珪 @ ブ / しぺル ての成形体 卍這 

@ 術や㌔ 待ぬ ぬ形 ょ 0 エ % 衞 

図 3  NEDO  精密高分子技術プロ ，ジェク ト の研究項目 

経済主文 十 

打助丑 

プロジェクトリーダー NEDO 斬 1 祖 エネ 血行寸法人 @ ギー・主文 : 桂帝 % 台Ⅰ 弗 ⅠⅠ 

中江林 一 ( 産笘研 )   

  大大 東九 東エ犬 山形大 名吉Ⅰ Ⅰ 川 大祥 大 の の "" """"" 括 。 """" 仁 " 杖 " 
大手延べ '"" 宇 の " 。 "" 。 Ⅰ。 """" 

0% 田お 立技 桶 

克二大、 Ⅰ 耳夫 ． 山 お大                                                   
仙先 大、 Ⅰエ六杯 

図 4 NEDO 精密高分子技術プロジェクトの 実施体制 図 
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平成 13 年度に開始された 精密高分子技術プロジェク 

トは平成 16 年度が中間評価 年 であ る。 中間評価報告書 

[7] によれば、 個別テーマによっては 素晴らしい成果が 得 

られている一方で、 プロジェクトとしての 優位，性が必ず 

しも生かしきれていない 点やテーマの 構成と研究開発要 

員の再考、 課題の明確化、 テーマの選択と 集中、 出ロと 

なる製品イメージ、 複合チーム構成、 戦略的なマップ 作 

成などが指摘されている。 

精密高分子技術プロジェクトの 個別テーマ ( 全詳細は 

省略 ) を集約した 18 グループの中間評価項目は、 (a) 研究 

開発成果、 (b) 実用化、 事業化の見通しの 2 つであ る。 得 

られた評点結果 ( 分科会委員 8 名による ; 叫面 。 公開資料の 

ことが求められている。 

参考までに、 図 6 では精密高分子技術および 他のプロ 

ジェクトを含む 計 12 プロジェクトの 中間評価 ( 評点 )[7] 

を比較した。 評価項目は、 上記の (a) 研究開発成果、 (b) 

実用化、 事業 ィヒ の見通しに加え、 (c) プロジェクトの 位 

置付け・必要性、 (d) 研究開発マネジメントの 4 つであ 

る。 各プロジェクトの 特性を充分に 把握した ぅ えでの考 

察が必要であ るけれども、 研究開発成果およびⅠまたは 

実用化の見通しの 評点が高いプロジェクトは 研究開発 

マネ 、 ジメント と 位置付け・必要性の 両方でも高い 評点を 

得ている傾向があ り、 M0T(Management 0f Tec ㎞ 010gy) 

の視点による 解析とアプローチの 必要性が示唆される。 

満点 (3 点 ) を 1 ㏄点に変換 ) を委託実施機関 ( 産 、 産学、 

官 に分類 ) とともに図 5 にプロットした。 
100 

90 

  

白 Ⅹ「Ⅰ   ・も 縫 
韓 40 
旺     

Ⅲ 30   
20   

10 

  

  Ⅰ 0 20 30 40 50 60 70 80 90 100 図 6 12 プロジェクトの 中間評価の比較 
研究Ⅱ完成果 

図 5 精密高分子技術プロジェクト 18 グループの評価結果 おわりに 

図 5 に よ れば、 比較的に産 ( 民間企業 ) の研究開発成果 高分子科学技術の 歴史的変遷について 高分子学会情報 

と 実用化への見通しが 高い評価を得ているのに 対して、 をもとに調査分析し、 産学官の精密高分子技術プロジェ 

官 (l 日国立研究所 ) の研究開発成果と 特に実用化への 見道 クト の概要と進捗状況の 一部をまとめ、 市場ニーズを 満 

しの評価が低い。 また、 産学連携バループの 評価にっ い 足する新たな 機能， 性 高分子などに 関する研究開発が 活発 

ては、 産、 官のほぼ中間に 位置付けられる。 す な れ ち 、 であ ることや産学官連携による 研究開発の課題について 

産 が主体にあ るいは産が参画したグループの 方が実用化 考察した。 科学と技術の 創造立国を目指した 実効あ る 政 

を 意識した研究開発では 効果的に進捗する よう であ る。 策や経営が求められ、 新たな価値を 創出する高分子の 研 

市場・顧客ニーズを 深く洞察して 実用的展開を 意図する 究 開発に真剣に 取り組む時を 迎えている。 

研究開発テーマの 場合には、 産の活力を生かすべきであ 弁舌文献 

る 。 しかしながら、 基礎的あ るいは基盤研究の 場合には、 [1] 第 2 期科学技術基本計画 ( 平成 13 年 3 月 30 日閣議決定 ) 

学 、 官の知識をさらに 有効に活用することが 好ましいこ [2] 。 3, 高分子， 高分子学会ホームページ Vol.28.No.1,15(1979) (htlp:   7www ． spsj ， or ． jp/) 
とは高 3 までもない。 各々の特注と 役割を認識した         [4] 第 23 回～第 53 回高分子学会年次大会予稿 集 (1974 ～ 2 ㏄ 4) 

で 議論を重ね、 あ りたい姿を追求して 互いに機能を 高め 5]  [6l  高分子， NEDO  ホーム Vol.50 ペ ー ， No.5,296(2 メ http://WWw.nedo.9o.jp) ㏄ 1 
つ っ国際競争力を 構築すること、 豊かな社会を 創造する [7] 第 3 回№ D0 研究評価委員会公開資料 (2 ㏄ 4) 
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